
　高校時代、国際機関で働く方の講
演会で「英語と国際機関の公用語で
あるフランス語が使えるとよい」とい
う話を聞き、国際機関に興味を持っ
ていた私は、迷わずフランス語専攻
を選びました。入学後は、国際機関
だけでなく多方面に興味が広がりま
したが、世界中で不安を抱えている
人の役に立ちたいという思いは変わ
らず、視野を広げるためにも留学をし
ようと考えました。
　留学をする前に、短期で参加でき
る研修などを経験したくて、大学主
催の「p.Communiquons（ペ・コミュ

英語ともう1言語取得したくて、
英語圏以外での留学を目指しました。
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留学で視野を広げる大切さを実感

小
お が わ

川 花
か な え

奈恵さん

ニコン）」という教育IPプログラムや
「アジア太平洋カレッジ」に参加しま
した。海外で気をつけるべき点や自
分に足りない部分を知り、留学準備
を進めるヒントになりました。
　3年次の留学では大学付属の語学
学校でさまざまな国籍の友人たちと
フランス語を学びました。文法、会話
以外にツーリズムやメディアといった
文化を学ぶ授業もあり、毎日プレゼン
やディスカッションの連続でした。留
学前は、意見をはっきり伝えることが
苦手でしたが、海外では意見を伝え
ないと物事が前に進まないんだという
ことを実感しました。授業以外では、
寮のキッチンで各国の郷土料理を味
わい、友人の家で餃子パーティーをす
るなど、存分に楽しみました。ヨーロッ
パ各国を旅するなど、全ての経験が、
私にとってかけがえのない宝物です。

　留学を通していちばん感じたの
は、先入観や常識が絶対ではないと
いうことです。自分自身が感じること
や意見を大切にして、お互いに伝え、
否定せず、理解し合うことが必要だ
と実感しました。帰国後はこうした経
験を踏まえて、今後の進路について
考えていきたいと思っています。

文学部外国語学科フランス語専攻4年
（筑紫丘高等学校出身）

留学先

留学期間：2017.9〜2017.12

ボルドー・モンテーニュ大学
（フランス）

Université Bordeaux Montaigne

Seinan Report #26 ｜私 の 留 学 体 験 記｜

留学先を選んだ理由
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国際交流協定校は現在27カ国92大学。
今後も協定校との活発な交流を通じて“国際色豊かな西南”の伝統を育みます。

❷❶ ❹❸

まずは短期の
プログラムから始め、
長期に挑戦すると、

やりたいことが明確になり、
準備もじっくりできます。

西南学院大学のプログラムだと
サポートや見守ってもらえる

安心感があって参加しやすいです。

❶凱旋門の上から見たエッフェル塔とパリの街❷パリでの朝食❸ボルドーで最も歴史あるホテルChâteau Pape Clémentを見学❹最後の授業後に級友や先生と
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不
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修
さ
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経
済
学
部
国
際
経
済
学
科　

村
岡 

伸
秋 

教
授

副
学
長（
総
務
担
当
）　
石
森 

久
広

Column

雲
火
柱
柱
の

の
くものはしら
ひ
　
は
し
ら

#104

め
て
留
学
し
た
と
き
の
こ

と
。
バ
ス
か
ら
降
り
た

私
め
が
け
て
、
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
の

若
者
が
猛
ダ
ッ
シ
ュ
。
「
や
ら
れ

た
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
若
者
は
、

私
の
後
に
降
り
て
く
る
老
人
に
手

を
貸
し
て
い
た
。

　

こ
の
国
で
は
、
扉
は
め
っ
ぽ
う

重
い
の
だ
が
、
先
を
行
く
人
は
必

ず
開
け
て
待
っ
て
く
れ
た
。
街
な

か
で
地
図
を
開
け
ば
、
た
ち
ま
ち

人
だ
か
り
が
で
き
た
。
ど
う
も
日

本
と
様
子
が
違
う
。
聞
け
ば
、
こ

の
国
で
は
、
少
し
力
を
必
要
と
す

る
人
に
、
余
裕
の
あ
る
人
が
援
助

す
る
の
は
極
く
自
然
の
こ
と
と
い

う
。

　

大
学
は
、
自
由
に
「
学
ぶ
」
と

こ
ろ
で
あ
る
。
学
ん
だ
力
を
ど
う

「
活
か
す
」
か
は
卒
業
後
の
実
践

に
俟ま

つ
。
し
か
し
、
何
の
た
め
に

学
ぶ
の
か
を
考
え
る
と
、
使
い
方

初

こ
そ
重
要
で
は
な
い
か
。
学
び
方

に
だ
っ
て
影
響
し
て
く
る
。

　

力
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
そ

こ
に
い
る
。
自
分
に
は
多
少
余
裕

が
あ
る
。
力
を
貸
し
て
み
る
。
喜

ん
で
く
れ
る
。
自
分
の
力
に
感
謝

し
て
く
れ
た
こ
と
で
自
分
も
喜
び

を
感
じ
る
。
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
大
学

西南学院大学では、さまざまなボランティア活動
を支援しています。人として大きく成長できる学
生時代にボランティアをはじめてみませんか？
本特集では、活動を通して出会える発見や学び
について、経験者の皆さんからお話を伺うととも
に、本学のボランティア事情などを紹介します。

特 集

ら
よ
い
か
。
も
っ
と
工
夫
し
よ

う
、
も
っ
と
力
を
つ
け
よ
う
、
と

な
る
。

　

本
当
は
、
大
学
は
伝
授
す
る
知

識
・
考
え
方
を
ど
う
使
う
か
ま
で

教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
至
難
の
業
で
も
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
自
分
の
力
を
ど
う
活
か
す

か
、
活
か
す
た
め
に
ど
う
学
ぶ

か
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
場
と

し
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
。

はじめよう、
ボランティア
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西南学院大学生の
ボランティア事情を

調査！
　

西
南
学
院
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
通
称
「
ボ
ラ
セ
ン
」）
が
開
設

さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
2
0
1
1
年
3

月
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。「
と
に
か

く
現
地
で
何
か
役
に
立
ち
た
い
」
と
い

う
学
生
た
ち
の
思
い
か
ら
始
ま
り
、
以

後
、毎
年
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

16
年
の
熊
本
地
震
や
17
年
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
東
北
以
外
の
地
で
災
害
が
起

こ
っ
た
際
も
、
や
は
り
本
学
の
学
生
た
ち

西南学院大学にボランティアセンターが設置されたきっかけや、
現役学生のボランティアとの関わり方について、
ボランティアセンター事務室の山口由美子さんに聞きました。

西南学院大生の
ボランティア事情

西南学院大学主催の
ボランティア活動

その他
6％勇気がない

10％

情報がない
33％

時間がない
51％

ある 46％

ない 54％

ない
12％

ある 88％

学生ボランティア
団体

海外ボランティア・ワークキャンプ

うきはベース（九州北部豪雨災害支援） 災害復興支援ボランティア（東北・熊本）

［OPEN］［い と］［のびっこの会］

参加したことがない
人の理由は？

ボランティアに
参加したことが

ありますか？

［Pao］［手話サークル とびうめ］［ワークキャンプ部］［Think&Act］

［西南FIWC九州］［SIEC（西南国際教育協力隊）］［西南ラブ・グリーン］ ［学生YM（W）CA］ 久山療育園ボランティア 学生サポーター制度

が
現
地
に
赴
き
、
他
大
学
の
学
生
と
協
力

し
な
が
ら
災
害
復
興
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
復
興
支
援
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
海
外
や
福

祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
福
岡
県

の
各
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
共
通
す
る
の
は
、

参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
合
い
の
中
で

気
づ
き
や
自
身
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
、
仲

間
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
最
初
の
一
歩
に
勇

気
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
内
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
な
ど
、
今
す
ぐ

始
め
ら
れ
る
「
ち
ょ
こ
ボ
ラ
（
ち
ょ
こ
っ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
と
い
う
活
動
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
相
談
に
来
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た

に
合
う
活
動
を

一
緒
に
探
し

ま
し
ょ
う
。

ボランティアセンター
1号館2階エレベーター横・キリスト教活動支援課内
平日8：45〜17：20　［E-mail］ swvoc@seinan-gu.ac.jp

［URL］ http://www.seinan-gu.ac.jp/volunteer.html

2003年度からフィリピンで実施。地元の人たち
との交流や貧困地域での活動に取り組みます。

大事にしているのは、一人ひとりの「点」を
つなぎつむいで「線」になる活動。そして、
感謝して「ありがとう」を伝える活動です。

全国の学生ボランティアの無料宿泊拠点及び情
報共有・発信の場です。他大学と連携しています。

被災地支援のためのボランティアで、現地に赴く以外
に募金活動や帰福後の情報発信なども活発です。

学生とボランティアセンターをつなぐ学
生スタッフです。

復興支援活動・防災活動を中心に取
り組んでいます。

障がいのある子どもやその兄弟児と交
流しています。

発達障がいのある子どもたちと交流し
ています。

手話やろうあ者の暮らしや文化を学ん
でいます。

4大学合同・5研究会に分かれて活動
する福祉系サークルです。

国際協力・国際交流・国内ボランティ
アを行っています。

他大学の学生と一緒に、国内外で国
際協力・国際交流を行っています。

他大学と共同でカンボジアの教育支
援を行っています。

他大学や企業・NPOと連携し、地域に
貢献するECO活動を行っています。

5つの班に分かれ、子ども支援や地域
清掃を行っています。

本学と関係の深い施設で、知的・身体障がい者
との交流や活動支援を行います。

教育委員会と連携し、小中学校などの教育現場で
授業補助、クラブ支援などを実施します。

アンケート調査を行ったところ、ボランティ
アに興味はあっても参加したことがない
人が多数いました。その理由は、「時間が
ない」が第1位で、続いて「情報がない」

「勇気がない」でした。ボランティアセン
ターでは、ボランティアに関する情報を一
斉メールで配信しています。詳しくは、7
ページをご覧ください。

本学には、サークルをはじめ、たくさん
のボランティア団体があり、それぞれ
がテーマや目標を持って取り組んで
います。気になる活動があれば、ボラ
ンティアセンターにお問い合わせくだ
さい。

西南学院大学「SAINS ポータル」
アンケートより

※出典元：

この他、社会福祉協議会、各NPO・NGO
団体と連携し、講習会や説明会を開催して
います。ボランティア活動に一歩を踏み出
す機会がたくさんありますので、ぜひ、ボラン
ティアセンターにお問い合わせください。

山
や ま ぐ ち

口 由
ゆ み こ

美子

キリスト教活動支援課
ボランティアセンター事務室 副課長

ボランティアの
種類はさまざま

まずはボランティア
センターで
情報収集

ボランティアに
興味が

ありますか？

はじめよう、
ボランティア

特 
集
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續
つ づ き

木 智
と も ひ こ

彦 講師

大
お お ぶ

部 あかりさん

人間科学部心理学科

文学部外国語学科英語専攻4年

工
く ど う

藤 祐
ゆ う せ い

誠さん

法学部法律学科3年

（第二高等学校出身）

（西南学院高等学校出身）

2
0
1
6
年
4
月
に
熊
本
地
震
が
あ
り
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
、

天
神
で
復
興
支
援
の
募
金
活
動
を
行
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

續
木
）
実
は
私
も
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
宮
城
に
住
む
知
人
の
と
こ
ろ
を

拠
点
に
、
何
度
も
東
北
に
通
っ
て
い
ま
す
。

−

こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
か
。

工
藤
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
、
重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
「
久

山
療
育
園
」
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
海
外
ボ

−

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
部
）
私
は
、
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日

本
大
震
災
で
す
。
少
し
で
も
役
に
立
ち
た

い
と
中
学
校
で
募
金
活
動
を
行
っ
た
の

が
、
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。

当
時
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お

り
、
大
学
に
入
学
し
た
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

工
藤
）
私
は
熊
本
出
身
で
大
学
入
学
を

機
に
福
岡
に
来
ま
し
た
が
、
入
学
直
後

はじめよう、
ボランティア

特 
集

西
南
学
院
大
学
に
入
学
し
て
以
来
、

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
学
生
2
人
と
、

教
員
と
し
て
学
生
と
共
に

海
外
で
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
る
先
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
者
座
談
会

「
今
、伝
え
た
い
こ
と
」

ボ
ラ
ン
ティ
ア
に

参
加
す
る
こ
と
で
大
学
と
は

違
う
社
会
と
の
つ
な
が
り
も

で
き
ま
す（
工
藤
）

き
っ
か
け
は

中
学
2
年
生
の
頃
に
起
き
た

東
日
本
大
震
災
で
し
た

（
大
部
）

工
藤
） 

一
言
で
言
え
ば
、
自
分
の
中
で
の
当

た
り
前
が
全
て
で
は
な
い
こ
と
を
、
改
め

て
感
じ
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
車
い
す

利
用
者
か
ら
「
歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

車
い
す
を
使
う
者
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃

に
な
る
」
と
聞
き
ま
し
た
。
目
の
不
自
由

な
方
に
は
必
要
で
、
普
段
自
分
が
歩
い
て

い
て
何
の
不
便
も
感
じ
な
か
っ
た
の
に
、

視
点
や
状
況
が
異
な
れ
ば
違
う
感
覚
を
持

つ
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外

で
見
た
景
色
が
あ
ま
り
に
も
日
本
と
違
っ

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と
貧
困

地
域
が
多
く
、
水
は
バ
ケ
ツ
で
く
ん
で
使

う
な
ど
、
日
本
と
は
全
く
違
う
環
境
で
す
。

い
か
に
日
本
が
恵
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

續
木
）
私
も
、
毎
年
行
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

似
た
よ
う
な
環
境
を
見
て
い
ま
す
。
水
道

や
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
日
本
と
は
全

く
違
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ

彼
ら
は
私
た
ち
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
感

動
し
な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、
と
て
も
喜

ん
だ
り
、
大
き
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。
幸
せ
の
基
準
っ
て
何
だ
ろ
う
、

本
当
の
豊
か
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
る

き
っ
か
け
を
く
れ
ま
す
。

大
部
） 

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
前
は

「
私
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
何
を
し
て
あ

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
一
方
的
に
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
行
っ
て
み

る
と
逆
に
現
地
の
方
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

う
機
会
が
多
く
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
の
は
お
互
い
を
支
え
合
う
こ
と
な
ん
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
行
き

ま
し
た
。
私
は
活
動
を
通
し
て
人
の
役
に

立
ち
な
が
ら
自
分
の
視
野
や
世
界
も
広
げ

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
ビ

ス
パ
福
岡
で
の
試
合
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

「
お
に
ぎ
り
塾
」
な
ど
、
学
外
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
部
）
1
年
次
の
夏
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
い
と
」
に
入
り
、復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
や
小
学
生
向
け
の
防
災
啓
発
教

室
の
企
画
運
営
に
携
わ
っ
た
り
、
九
州
北

部
豪
雨
支
援
に
も
行
き
ま
し
た
。

續
木
）
私
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
毎
年
東

北
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
生
を
連
れ
て
行
き
、

教
育
的
な
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、

学
校
を
作
っ
て
も
教
え
方
が
わ
か
ら
ず
、

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
行
き
届
い
た
教

育
」
を
保
障
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
初
め
は
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
教

育
活
動
と
し
て
、
現
地
の
生
活
に
根
差
し

た
運
動
文
化
祭
を
行
う
な
ど
し
て
、
現
地

の
教
育
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
ま
た
村

民
の
学
校
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

−

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
で
自

身
の
変
化
や
成
長
を
感
じ
ま
す
か
。

他
者
と
接
し
な
が
ら

自
分
と
も
向
き
合
う

大
切
な
時
間（
續
木
）

−

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
部
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
ど
こ
か

構
え
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
小
さ
な
一
歩
で
も
誰
か
が
助
か
っ

た
り
、
自
分
自
身
も
成
長
で
き
る
い
い
機

会
に
な
り
ま
す
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
楽
し
そ

う
」「
仲
の
い
い
友
人
も
参
加
す
る
か
ら
」

と
気
軽
に
参
加
し
て
み
る
だ
け
で
も
発
見

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

工
藤
） 

友
人
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
ね
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

難
し
く
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

續
木
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
外
に
出
て
人

と
接
し
な
が
ら
、
自
分
と
向
き
合
う
時
間

で
も
あ
る
の
で
す
。
人
の
た
め
に
自
分
は

何
が
で
き
る
か
、
本
当
の
幸
せ
や
豊
か
さ

と
は
、
そ
ん
な
問
い
を
胸
に
、
貴
重
な
学

生
時
代
に
し
っ
か
り
自
分
と
向
き
合
っ
て

く
だ
さ
い
。

朝倉のボランティアの写真コンテストで優勝。 子どもたちに防災グッズの作り方を指導中。

マニラの小学校での活動の様子。子どもたちと一緒に。熊本地震の復興ボランティアで訪れた仮設団地で。
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1

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
胸
に

さあ 、はじめよう
ボランティア

体 験レポート
「私のボランティア」

1

2

　

1
年
次
の
頃
か
ら
参
加
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実
行
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
福
岡
で

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
現
実
を
知

り
、
自
分
も
現
地
で
役
に
立
ち
た
い
と
考

え
、
こ
れ
ま
で
、
う
き
は
ベ
ー
ス
を
宿
泊

拠
点
と
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
、
私
は
、

普
段
の
生
活
が
い
か
に
幸
せ
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
て
民
家
の
泥
出
し

作
業
を
行
っ
た
時
は
、
全
員
真
夏
の
炎
天

下
で
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作
業
し
、
夜

は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
上
で
寝
ま
し
た
。
自
分

　

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
頃
か
ら
、

ず
っ
と
心
に
引
っ
掛
か
る
も
の
が
あ
り
、

大
学
生
に
な
っ
た
ら
行
動
し
よ
う
と
決
め

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
の

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
「
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
、
熊
本
地
震
や

九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地
で
の
復
興
支

援
、
F
I
W
C
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
回

復
村
を
訪
問
す
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
等
で

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
出
会
っ
た
現
地
の
方

の
笑
顔
や
被
災
地
の
方
か
ら
言
わ
れ
た

「
来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う

言
葉
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
ボ
ラ

まずは、学内ですぐにできる「ちょこボラ」をおススメします。
 今回の特集でボランティアに対する興味が高まった方は、

今すぐボランティアセンターに相談しましょう！

西南学院大学のボランティアに参加した学生に、
参加したきっかけや参加後に感じたことを聞きました。
今後参加を考えている人は、ぜひ参考にしてください。

今すぐ挑戦できる「ちょこボラ（ちょこっとボランティア）」

ボランティアへの関心が高まったら

今から応募できるボランティア

ボランティアセンターへの登録

ボランティアに挑戦

ボランティアセンターで
相談（または登録）

相談（または登録完了）したら、気になるボラ
ンティアを探し、早速挑戦してみましょう。

ボランティアセンターに行ってみよう！ 関心の
ある分野を伝えたら、ボランティアセンター事
務室の職員があなたに合うボランティアを一
緒に探します。相談に来るのが難しい場合
は、ボランティア情報を届けるメールを配信し
ていますので、まずは登録を！

お弁当容器の回収 寄付本プロジェクトペットボトルキャップの回収 古切手、
書き損じハガキの回収リサイクル可能な容器を使った西南

学院大学生協やクロスプラザで販売
するお弁当は、容器を回収ボックスへ
入れると、1個あたり10円の災害支
援金として募金されます。

熊本地震や九州北部豪雨の被災地の災害支援の
ボランティアを募集しています。

今からでも夏季休暇に応募が間に合う海外ボラン
ティアもあります。ぜひ、お問い合わせください。

ボランティアや西南子どもプラザに興味のある方で
あれば、経験、専門は問いません。来館した親子と
遊ぶなどの活動をしています。

自宅で不要となった古本などを寄付
すると、西南学院の奨学金の原資
になります。

飲み終わったペットボトルのキャップ
を回収ボックスへ入れると、キャップ
約2,000個で世界の子どもたち1人
分のポリオワクチン（約20円）が届け
られます。

使用済み切手は福祉活動に、書き
損じハガキは発展途上国の支援活
動に役立てられます。

が
経
験
し
た
環
境
の
過
酷
さ
は
、
被
災

者
の
方
々
に
と
っ
て
の
日
常
で
も
あ
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
も
行
動
し
、
「
あ
り
が

と
う
、
ま
た
お
い
で
」
と
言
わ
れ
る
と
来

て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

う
き
は
ベ
ー
ス
に
は
全
国
か
ら
多
く
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
ま
す
。
彼
ら

と
寝
食
を
共
に
し
意
見
を
交
わ
す
こ
と
は

刺
激
に
な
り
、
結
果
と
し
て
自
身
の
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
今

回
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
だ
け

で
な
く
、
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
も
私
が
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ン
テ
ィ
ア
に
来
た
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
、
初
対

面
の
人
に
も
自
分
か
ら
声
を
か
け
た
り
、

話
題
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
世
代
で
自
分
と
同
じ
意
見
や

ま
っ
た
く
違
う
考
え
を
持
つ
人
た
ち
と
交

流
す
る
こ
と
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
私
は

こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
、
自
分
が
今
後

ど
ん
な
人
間
に
な
り
た
い
か
と
い
う
指
針

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

日
ひ だ か

髙 千
ち ひ ろ

紘さん

経済学部経済学科3年
（宗像高等学校出身）

先輩からのアドバイス

小
お の

野 友
ゆ り こ

莉子さん

商学部経営学科3年
（城南高等学校出身）

少しでも興味がある、挑
戦したいと思ったら行動
してみてほしいです。ボラ
ンティアセンターがとても
親切に相談にのってくれ
ます。

先輩からのアドバイス

なかなか参加できずにい
る人は、まずは一歩を踏
み出してほしいです。一
歩踏み出すことで人生
観や視野が大きく変わる
こともあります。

Advice!

Advice!

はじめよう、
ボランティア

特 
集

この他、随時
ボランティアセンターに

尋ねてみてね。

災害復興支援ボランティア 海外ボランティア 子どもプラザ

さっそく
はじめてみよう！

パソコンや　
スマートフォンから　
気軽にできるよ♪

https://www.seinan-gu.ac.jp/volunteer/
v_registration.html

●メールで次の内容を送り、登録B

swvoc-vol@seinan-gu.ac.jp
ボランティア登録　　　　1.在学番号 2.氏名

宛 先

本 文件 名

●ホームページから登録A

ま た は

検　索西南ボラセン 登録

思
い
や
り
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て

小
さ
な
疑
問
で
も

聞
い
て
み
て
！
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石
森
）
お
二
人
は
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
現
場
で
防
災

に
つ
い
て
気
付
い
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

市
原
）
私
は
2
0
1
7
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の

被
災
地
で
、
住
宅
が
土
砂
に
埋
ま
っ
た
光
景
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
心
の
準
備
を

し
て
い
て
も
、あ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
ら
、

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

馬
場
）
熊
本
地
震
の
復
興
が
あ
る
程
度
進
ん
だ

時
期
に
、
現
地
の
方
に
「
街
が
復
興
し
て
も
、
心

の
安
定
を
保
つ
す
べ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
」

と
聞
き
、
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
心
の
傷
が
い
か
に

深
い
か
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
災
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
防
災

意
識
を
高
め
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

石
森
）
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、

二
重
三
重
の
心
の
備
え
が
大
切
で
す
。
避
難
場

石
森
）
近
年
、
日
本
列
島
で
は
大
き
な
自
然
災

害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
防
災
に
つ
い
て
、
日
頃

か
ら
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

市
原
）
自
宅
で
は
、
備
蓄
食
料
の
準
備
や
家
具

の
配
置
を
工
夫
す
る
な
ど
、
災
害
時
に
備
え
た

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

家
族
と
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
を
話
し

合
っ
て
お
り
、
互
い
の
安
否
を
確
認
す
る
方
法
を

決
め
て
い
ま
す
。

馬
場
）
私
は
「
今
こ
こ
で
災

害
が
起
こ
っ
た
ら
」
と
考
え

る
こ
と
を
習
慣
と
し
て
お
り
、

ど
こ
に
避
難
す
べ
き
か
把
握

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
で
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
、
カ
ッ
プ
麺
等

の
非
常
食
を
日
頃
か
ら
多
め
に
備
え
て
い
ま
す
。

石
森
）
災
害
時
に
は
、
速
や
か
に
避
難
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
学
で
も
、
避
難
場
所
を

明
記
し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

各
教
室
や
学
生
課
な
ど
で
、
ぜ
ひ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

所
を
確
認
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

石
森
）
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
意
識
し
た

方
が
い
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
個
人
的
に
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

馬
場
）「
教
育
の
制
度
と
経
営
」
の
授
業
で
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
小
学
校
の
問
題
を

テ
ー
マ
に
、
教
師
が
持
つ
べ
き
意
識
や
行
動
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。
明
確
な
答
え
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
防
災
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
、
普
段
の

大
学
生
活
で
防
災
を
意
識
す
る
場
面
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
な
ど
、
防
災
を
考
え
る
機
会
を
意
識
的
に
つ

く
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
原
）
私
個
人
と
し
て
は
、

災
害
復
興
支
援
の
経
験
を
踏

ま
え
、
万
一
の
災
害
時
に
は

周
囲
に
対
し
何
ら
か
の
力
に

な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

石
森
）
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
、
助
け
を
求
め
る
人
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
感
性
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

姿
勢
が
、防
災
意
識
の
向
上
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

vol.34

先生と学生が

自主的に
取り組む

西南学院大学
ならではの

実践・支援プログラム！
本学には、教育に関する特色あるプロジェクトを支援するための制度があります。

各学部（学科・専攻）の先生方がアイディアを出し合い、プロジェクトを構築し、
学生に「学びのフィールド」を提供しています。

問い合わせ先：教育・研究推進課（コミュニケーションプラザ１階）

　p. Communiquonsは、自分で動いて情報を集め、旅
をプランニングする取材プログラムです。また、十分な下
調べをやっておくと、実際に現地に行ったときに、大き
な差異を実感できる感動体験プログラムでもあります。
　このプログラムでは、フランスはもちろん、カナダ、ヨー
ロッパ、アフリカ、アラブ諸国、アジア、オセアニアなどの
フランス語圏の国や地域を対象としています。まず、文
化や芸術、社会、歴史、生活習慣など自分に関心がある
テーマについて問題提起ならびに仮説を立てます。そし
て、疑問に思ったことを現地での取材（アンケートやイン
タビュー）を通して回答収集し、帰国後に、調査結果を
分析します。最後に、日本語とフランス語のWEBサイト
を作成して、取材した内容を世界に発信しています。
　学生同士、院生サポーター、アンスティチュ・フランセ
（フランス政府公式の文化交流機関）、大学の先生方の
サポートも魅力のプログラムです。
　フランス語専攻に所属する学生でなくても、本学でフ
ランス語を履修していれば誰でも参加可能です。
　ホームページの作品集も是非ご覧ください！

* * * * * *  今回はフランス語専攻のプロジェクトをご紹介！ * * * * * *

p. Communiquons　ぺ・コミュニコン
～フランス・フランス語圏に関するテーマ設定から現地調査、調査報告までを一貫して学び、世界に向けて発信します～

全学部のフランス語履修者対象

　10年前、この海外異文化取材研究プログラムを立ち上げた頃、「IT」「自律学習」という言葉はまだな
じみがなく、参加学生は海外に行けるという点を最も高く評価していました。しかし、徐々に自分が調査・
分析・考察・プレゼンテーションを行うことが「旅」と同じくらい重要だと理解し始めました。現在では、プ
ログラム修了者は、「学び」「結果を出す」「成長」「財産」といったことばを発信し、プログラムの重要性
を後輩に伝えていこうとしています。自主的に行動するには、他者との協働が必要であることも少しずつ分
かってきていると感じます。このプログラムを通して成長するきっかけは随所にあります。単なる観光旅行
と捉えるとゴールまで到達しません。大学が、学生に機会を提供し、サポートする。学生は、その機会を自
信に変換していきます。

日本と現地の大きな差を感じながら、各々が独自に成長できるプログラムです。

文学部外国語学科
フランス語専攻

武
た け ま つ

末 祐
ゆ う こ

子 教授

災
害
時
に
は
迅
速
な
避
難
が
第
一

各
自
が
避
難
場
所
を
確
認
す
べ
し
。

常
に
万
一
の
事
態
を
想
定
し
、

パ
ニ
ッ
ク
を
最
小
限
に
防
ぐ
。

助
け
を
求
め
る
人
の
心
に

寄
り
添
え
る
優
し
い
感
性
を
。

市
い ち は ら

原 陽
みなみ

さん

人間科学部社会福祉学科2年

（福岡大学附属大濠高等学校出身）

馬
ば ば

場 あゆみさん

人間科学部児童教育学科3年

（糸島高等学校出身）

石
い し も り

森 久
ひ さ ひ ろ

広教授

副学長（総務担当）
危機管理委員会 委員長

（法科大学院）

まずは「防災マニュアル」で
学内の避難場所を把握しましょう

日頃から防災について
考える機会を増やしています

災害をひとごとと思わず
防災意識を持つようにしています

トークアバウト

あるテーマについて
学生と先生がテーブルを囲む。

世代や立場の違うトークディスカッションに
「新しい発見」がある。

私たちの
意見！

日
頃
か
ら
不
測
の
事
態
を
想
定
し
、

物
心
両
面
で
災
害
に
備
え
よ
う
。

今回の
テーマ「防 災」

検　索p.コミュニコン
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献
研
究
に
加
え
て
心
理
学
科
の
授
業
で
学
ん
だ

調
査
、
実
験
、
観
察
と
いった
技
法
も
駆
使
し
ま

す
。
こ
う
し
て
仕
上
げ
た
研
究
成
果
は
、
毎
年

12
月
に
開
催
さ
れ
る
九
州
学
生
心
理
学
会
で
も

発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
季
休
暇
期
間
中
に
は
、
産
業
臨
床

心
理
学
を
研
究
す
る
小
川
邦
治
准
教
授
の
ゼ
ミ

と
共
同
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
ほ
か
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
社
会
心
理
学
ブ
ー
ス
の
運

営
も
体
験
し
ま
す
。
毎
年
、
後
期
の
ゼ
ミ
で
見

違
え
る
ほ
ど
議
論
が
白
熱
す
る
の
は
、
多
様
な

体
験
を
通
じ
て
学
生
一
人
ひ
と
り
が
実
践
力
を

高
め
た
証
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

S
N
S
で
の
配
慮
を
欠
い
た
書
き
込
み
に
端

を
発
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
今
日
で
は
、
他
者

と
の
関
係
性
に
対
す
る
無
自
覚
な
行
動
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
が
目
立
ち
ま
す
。

　

他
者
の
範
囲
が
広
が
る
中
、
社
会
で
も
職
場

で
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
他
者
と
の
適
切
な
関

係
を
構
築
で
き
る
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
演
習
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
集
団
の
中

で
役
割
を
分
担
し
、
お
互
い
が
適
度
に
依
存
・

支
援
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
能
力
を

磨
き
ま
す
。
ま
た
、
発
表
に
向
け
て
デ
ー
タ
を

適
切
に
収
集
・
分
析
す
る
情
報
処
理
能
力
は
、

就
職
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
企
画
書
や
報
告
書
の

作
成
と
いっ
た
実
務
に
も
役
立
ち
ま
す
。
演
習

で
の
学
び
を
生
か
し
、
将
来
は
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人間科学部
心理学科

今回は、他者に寄り添える「心の専門家」を育成する人間科学部心理学科から田原直美
准教授の「演習Ⅰ」と、経営学の仕組みと企業経営を体系的に学ぶ商学部経営学科から
鄭義哲准教授の「演習Ⅱ」を紹介します。

　

私
た
ち
は
家
族
、
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
、

多
様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
を
形
成

し
、
行
動
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
他
者
と
の

関
係
や
置
か
れ
た
状
況
か
ら
受
け
る
社
会
的
影

響
過
程
を
分
析
し
、
社
会
に
お
け
る
人
の
行
動

を
研
究
す
る
の
が
社
会
心
理
学
で
す
。

　
ゼ
ミ
で
は
、
ま
ず
社
会
心
理
学
の
基
本
用
語

や
論
点
を
概
説
し
た
基
本
書
を
輪
読
し
、
代

表
的
な
研
究
手
法
や
実
験
の
進
め
方
を
学
び
ま

す
。
前
半
の
授
業
で
は
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
テ
ー
マ
に
つい
て
学
習
成
果
を
発
表
し
、
全

員
で
議
論
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
段
階
で
は
、
3
年
次
生
の
多
く
が
本
格
的

な
議
論
に
慣
れ
て
い
な
い
点
を
考
慮
し
、
発
表

者
以
外
も
毎
回
質
問
を一つ
以
上
考
え
て
く
る
と

い
う
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
後
半
か
ら
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
家
族
や
サ
ー
ク
ル
間
の
人
間
関
係
、
友
人
と

の
関
わ
り
方
な
ど
、
身
近
な
他
者
と
の
関
わ
り

の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
フ
ァ
ン
心
理
を
テ
ー
マ

に
、
そ
の
仲
間
意
識
や
対
立
構
造
に
つい
て
実
験

を
行
い
分
析
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。テ
ー

マ
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
仮
説
を
立
て
、
検
証
・

考
察
を
深
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
個
別
の
文

基
本
書
の
輪
読
と
議
論
を
通
じ
、

社
会
心
理
学
の
基
礎
知
識
と

多
様
な
研
究
手
法
を
理
解
す
る
。

他
ゼ
ミ
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

九
州
学
生
心
理
学
会
に
参
加
し
、

実
践
力
を
高
め
て
い
く
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

自
分
の
役
割
を
見
い
だ
し
、

課
題
解
決
を
担
え
る
人
に
。

他
者
と
の
関
わ
り
や
状
況
か
ら

人
の
行
動
を
探
求
し
、

実
証
研
究
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

課
題
解
決
の
ス
キ
ル
を
磨
く
。

ゼミの冒頭に「1分間スピーチ」を設定。「先週の行
動」など、各自が毎回のテーマに沿って発言するう
ちに緊張がほぐれ、スムーズに議論が始まります。

　

こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
2
年
次
か
ら
4
年
次
ま

で
一
貫
し
て
「
企
業
を
知
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
2
年
次
の
『
演
習
Ⅰ
』
で
は
そ
の

第
一
歩
と
し
て
財
務
諸
表
の
読
み
方
な
ど
経

営
状
況
を
読
み
解
く
分
析
手
法
を
学
び
ま

す
。
こ
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、3
年
次
の
『
演

習
Ⅱ
』
で
は
投
資
し
た
い
複
数
の
株
式
銘
柄

（
企
業
）
を
選
定
し
、
独
自
の
株
式
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
（
銘
柄
の
組
み
合
わ
せ
）
を
作
成

し
ま
す
。
い
わ
ば
投
資
家
の
視
点
で
企
業
を

知
る
訓
練
で
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ

の
企
業
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
自
分
の

言
葉
で
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
投
機

的
な
利
益
の
最
大
化
で
は
な
く
、
選
ん
だ
企

業
を
応
援
す
る
こ
と
で
社
会
の
ど
ん
な
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
か
を
、
実
証
的
に
説
明

で
き
る
論
理
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
銘
柄
選
定
の
根
拠
を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
日
本
経
済
新
聞

社
主
催
の
株
式
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
経

S
T
O
C
K
リ
ー
グ
」
に
参
加
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
前
期
で
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
過
去
の
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
し
、
日
経

新
聞
の
記
事
で
論
点
の
理
解
を
補
足
し
な
が

ら
、
投
資
テ
ー
マ
選
定
に
向
け
た
視
点
を
鍛

え
ま
す
。
な
お
投
資
を
考
え
る
基
礎
と
し

て
、
学
生
に
は
2
年
次
の
『
財
務
管
理
論
Ⅰ・

Ⅱ
』
の
履
修
を
必
須
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
別
に
自
分
た
ち
で
考
え
た
投

資
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
成

し
、
ゼ
ミ
で
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
レ
ポ
ー

ト
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
過
去
の
ゼ
ミ
で

は
「
資
源
大
国
ニッ
ポ
ン
」
と
題
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
に
長
け
た
企
業
を
選
び
出
し
た
レ

ポ
ー
ト
や
、
先
進
諸
国
の
中
で
比
較
的
低
い

と
さ
れ
る
日
本
企
業
の
労
働
生
産
性
の
向
上

を
念
頭
に
、
労
働
環
境
の
改
善
に
努
力
す
る

企
業
に
注
目
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
作
成
が
佳
境
に
入
る
12
月
に
は
、

他
大
学
と
の
合
同
ゼ
ミ
発
表
会
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
外
部
か
ら
の
新
鮮

な
指
摘
や
疑
問
に
対
応
す
る
中
で
、
レ
ポ
ー

ト
内
容
が
よ
り
充
実
し
ま
す
。
2
0
1
8

年
は
南
山
大
学
と
の
発
表
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

銘
柄
選
定
の
過
程
で
、
学
生
は
多
く
の

企
業
の
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
マ
ク

ロ
と
ミ
ク
ロ
の
両
面
か
ら
経
済
を
見
る
目
が

養
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
銘
柄
選
定
の
根
拠

を
ま
と
め
る
過
程
で
磨
か
れ
る
の
は
、
論
理

的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、
説
得
力
の
あ

る
文
章
を
書
く
力
で
す
。
こ
う
し
た
「
伝

え
る
ス
キ
ル
」
は
、
4
年
次
で
卒
業
論
文
を

作
成
す
る
際
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
出
て
周

囲
に
自
分
の
企
画
や
意
見
を
伝
え
る
際
に

も
力
を
発
揮
し
ま
す
。
同
様
に
、
ゼ
ミ
で
の

グ
ル
ー
プ
活
動
で
培
っ
た
協
調
性
は
、
将
来
、

組
織
の一員
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
大
い
に

役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

ゼ
ミ
で
磨
い
た

伝
え
る
力
と
協
調
性
を
、

将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

投
資
家
の
視
点
で

企
業
を
分
析
す
る
。

統
計
的
な
分
析
手
法
を
用
い
て

独
自
の
投
資
計
画
を
検
証
し
、

企
業
と
社
会
を
読
み
解
く
力
を
養
う
。

ゼミは2つのグループに分かれ、交互に発表と質
疑応答を重ねていくスタイル。この日のゼミでは、
重要な財務指標であるROE（自己資本利益率）
について議論が繰り広げられました。

演習Ⅰ
ってどんなゼミ？

神戸大学大学院経営学研究科
修了。博士（経営学）。専門は実
証ファイナンス。企業の財務的
意思決定と証券市場についての
実証分析や、企業価値における
コーポレートガバナンスの研究な
ど、研究領域は多岐にわたる。

鄭
ちょん

 義
ういちょる

哲准教授

商学部
経営学科

演習Ⅱ
ってどんなゼミ？

九州大学大学院人間環境学
府博士課程後期満期退学。修
士（人間環境学）。専門は産業・
組織心理学。研究領域は職場
のチームワークとコミュニケーショ
ン。近年はメンタルヘルスに関す
る研究や調査活動にも力を注ぐ。

田
た ば る

原 直
な お み

美准教授

企
業
選
定
の
根
拠
を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

日
経
S
T
O
C
K
リ
ー
グ
に
参
加
。
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製造業 7.8%

電気・ガス・
熱供給・水道業 0.5%

情報通信業 8.2%

運輸業、郵便業 5.7%

卸売業、小売業
16.7%

金融業、保険業
19.5%

不動産業、物品賃貸業 4.9%

学術研究、
専門・技術サービス業
4.7%

公務（他に分類されるものを除く） 10.8% 建設業 4.2%

巨大
企業

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

福岡

その他

大企業

小企業

準
大企業

中企業

九州
（福岡以外）

35.4%

17.1%

22.6%

23.2%

1.7%

38.2%

1.8%
5.6%
2.0%

0.1%（東北）

44.1%

7.9%
0.3%

2017年度

●巨大企業（資本金100億円以上）
●大企業（資本金10億円以上100億円未満）
●準大企業（資本金1億円以上10億円未満）

●中企業（資本金1,000万円以上1億円未満）
●小企業（資本金1,000万円未満）
※公務員・教員等を除く
※パーセンテージは小数点2桁以下を四捨五入して表記

宿泊業、飲食サービス業 1.2%

生活関連サービス業、
娯楽業 3.4%

教育、学習支援業
2.9%

医療、福祉 4.3%

複合サービス事業 2.4%
サービス業（他に分類されない） 2.9%

表2　規模別

表1　業種別

表3　地区別

※パーセンテージは
　小数点2桁以下を
　四捨五入して表記
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就職決定状況

就職課から学生の皆さんの就職活動に関する情報をお届けします。

　今年4月にリクルートワークス研究所から発表された2019（平成31）年3月卒業予定者に対する調査では、大卒求人倍率が1.88倍となっています。昨年度の1.78倍、一昨年度の1.74倍から微増ではあるものの毎年増加していますが、先にも述べたように業種や従業員規模によっては求人倍率に大きな差があります。社会的にＡＩ導入が進む中で、より高い能力や資質が文系・社会科学系の大学を卒業する学生に求められます。そのためにも、大学での学修の中においても社会に関心を持つことや、低学年次から将来を見据え、社会人としてふ
さわしい人間力を高めるた
めに、計画的かつ積極的
に学生生活を送ることが
重要と言えるでしょう。

　2017年度は3年前から採用活動時期に変更はなかったものの、社会的にインターンシップの認知度
が高まり、また、採用意欲の高まりから早期に採用活動を行う企業がみられるなど、戸惑いの中で活動を
進めた学生が多くいました。しかし、本学学生の最終的な就職内定・決定率は、就職希望者の97.1％（卒
業生総数に対しては86.4％）という、文系大学としては高い数値に達しました。学生の積極的かつ計画
的な取り組みに加え、これまでの本学卒業生の活躍による社会での高い評価が反映されたものと考えら
れます。業種別では、例年通り、金融・保険業、卸・小売業などが高い比率を示しているものの、2016年
度と比較し、金融・保険業の比率は減少し、卸売業・小売業、情報通信業、製造業といった業種の比率
に伸びが見られます。また、公務員の比率が全体の１割以上となっているのも特徴的と言えるでしょう。

就職説明会

面接対策実習

今後の就職環境の見通し

2017（平成29）年度就職状況とこれからの就職活動の見通しについて

～学生の健闘が目立った就職状況～

うち、5割が
大企業へ就職！

※大企業＝資本金10億円以上の企業
※公務員、教員等は除く

2017年度も、福岡県内の企業のみならず、全国の企業から3,000件を超える求人を受領、公開していま
す。近年、求人倍率が上昇する中、新卒採用を充足できない企業が増えており、また、将来的な労働人
口の減少に対する懸念もあるため、企業が新卒採用に意欲的に取り組んでいる結果と考えられます。し
かし、業種や従業員規模によっては、求人倍率に大きな開きがあることから、昨今報道で取り上げられて
いる「売り手市場」との見方については慎重に捉える必要があります。

厳選採用が続く中で就職希望者の

内定・
決定が97.1%

先輩の仕事内容や就職エピソードから見つける就活のヒント。

子どもを乗せることです。その日を夢見て、これか
らも努力を続けます。

　就職活動では航空業界だけでなく金融な
ど他の業種も研究しました。また、就職課のス
チューデントアドバイザー制度を積極的に利用
し、航空業界で活躍するOB・OGのほか、ブラ
イダル企業や生命保険会社に内定した先輩の
体験談を聞きました。さまざまな業界や仕事を知
り自分の気持ちを客観的に整理することで、客
室乗務員への思いの深さを再確認し、迷わずこ
の道に進むことができました。
　就職活動に限らず、大学生活では自分なり
の目標を持つことが大切だと思います。目標が
あれば、大学時代に何をすればよいか明確に
なり、面接でも自分の経験を自信を持って伝え
ることができます。目標が見つからないという人
は、2号館前の掲示板に注目してください。留
学やボランティアの告知など、目標につながる
新しい体験の扉がきっと見つかります。ぜひ目
標を持って、有意義な学生
生活を送ってほしいと思い
ます。

　入社後は約1年半の国内線乗務を経て、現在
はロンドン、パリ、シドニー、ニューヨークなど、日本と
世界各国を結ぶ国際線を中心に乗務をしていま
す。新人時代も今も、制服に着替え、乗務前のブ
リーフィングに臨む際は、気が引き締まります。乗
務中に心掛けているのは、感知力を働かせること
です。ちょっとした表情やしぐさからお客さまの気持
ちを察し、心に寄り添い、本当のご要望は何かを
考えながらサービスしています。先日もロサンゼル
ス便の夜間フライト中に、読書灯をつけて長い時
間仕事をされているお客さまに、タイミングを見計
らってコーヒーをお出ししたところ「眠くなったので
ちょうど欲しいと思っていた」と喜ばれました。
　また、外国人のお客さまから「日本の『おもてな
し』とは、どういうことですか」と質問され、「言葉を
交わさなくても相手の望みを察して応えることで
す」と説明をしたことがあります。１日のフライトで
出会うお客さまは多い日には約1,000人にもな
ります。そのお一人おひとりに、この便に乗ってよ
かったとご満足いただけるよう、一期一会を大切
に、感知力と対応力を磨くことを心掛けています。
　今の目標は、いつか私が乗務する便に自分の

　1年次の冬、大学が主催するフィリピンでの
海外ボランティアに参加し、日本との生活環境
の違いに衝撃を受けました。この体験を機に海
外への関心がより高まり、2年次の夏季休暇を
利用して友人とヨーロッパ周遊の旅をしました。
3年次の夏にはイギリスでの短期留学を経験
し、視野を広げました。また、学内のボランティ
アサークルに所属し、フィリピンの貧困地域を
支援する活動も続けました。
　幼い頃から、私の夢は客室乗務員になること
でした。大学でもその目標は変わらず、客室乗
務員志望者が多いと聞いたゼミを選択したほ
どです。3年次の春から本格的な就職活動を始
め、同じ目標を持つ仲間と励まし合いながら夢
を叶えることができました。

海外ボランティアを機に、
海外での経験値を高めた大学時代

常にお客様の心に寄り添い、
満足いただける対応を

自分なりの目標を持ち、
有意義な学生生活を

後輩への
メッセージ

お客様の気持ちを察する感知力を磨き、

一期一会のご縁を大切に、
心に響くおもてなしを。

日本航空株式会社
客室乗務員

水
み ず た

田 理
り え

英さん

2015年 国際文化学部国際文化学科卒業
Profile 八女高等学校出身。大学時代は海外への関心が高く、イギリスへ

の短期留学の他、海外旅行や海外ボランティアを経験。日本航空
へ入社し、幼少期から憧れていた客室乗務員に。国内線乗務を経
て、現在は主に日本と欧米各国を結ぶ国際線に乗務している。

陸上部の部活動に打ち込んでいた中学・高校時代から大切にしている言葉です。大会に向
けてトレーニングに励んだこの頃と同じく、大学では苦手な英語を克服しようと留学生に声を
掛け、言語教育センターに通いました。日々の努力の先に確かな達成感が待っているとわか
れば、努力の苦しさは継続への意欲に変わります。皆さんも、ぜひ努力を楽しんでください！

継続は力なり

今回の先輩は

就活フェス
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新しい
経済連携の時代

980年代以降世界各国で政府の役割に関する見直しが進
められました。「大きな」政府から「小さな」政府への転

換が試みられました。社会主義を追求していた隣の中国はこの
例えでいえば、「大きな」政府どころか「巨大な」政府とも呼ぶべ
き国家機能を持っていました。国家が個々の企業の生産活動か
ら人々の生活に至るまで細かくコントロールをしていました。「改
革・開放」の時代を迎え、経済活動の多くを市場に任せる、ある
いは民間に任せるということが進められました。
　私の研究は、こうした時代に国家の役割がどのように変わっ
たのか、あるいは市場で民間の企業や個人がどのような経済活
動を行うようになったのかを検証することです。以前は、企業も
個人も生産や生活に必要なすべてを国から提供され、国の指示

に従って行動すれば済んでい
たのに、今ではそれぞれが
自分の創意と工夫で行
動しなければならなくな
りました。また、都市には

【 教 授 の 研 究 紹 介 】

北海道生まれ。北海道大学大学院
経済学研究科博士課程単位取得
退学。北海道大学助手、中国政府
奨学金留学生として中国南京大学
留学。日本人初の中国農村人民公
社滞在調査を実施。専攻は現代中
国経済論。

経済学部国際経済学科

村
む ら お か 

岡 伸
の ぶ あ き

秋 教授

「単位社会」というものが存在し、企業や機関など個人が属す
る職場が生活に必要な多くを提供していました。その単位社会
も急速に解体され、人々は市場経済の大海に放たれています。
　こうしたことと並行しながら、中国は経済成長を続けてきま
した。首都北京から南の広州に至る鉄道の京広線の東側から始
まった経済成長は、今、その京広線を超えて内陸部に及び始め
ています。まだ貧困に苦しむ人や地域が残り、格差の拡大という
社会問題を抱えながら、この30年余の間、中国の国全体の富と
人々の所得は確実に増えました。概算ですが、日本人の平均所
得と同等以上の収入を得る中国人はおよそ2億人ほどに達しまし
た。日本の国内市場と同じ規模の市場が2つ近く登場したことが
現代中国の一つの事実です。
　これは日本の工業製品や農産物に巨大な市場が提供されたこ
とを意味しますし、事実、近年の訪日中国人の増加や彼らの旺
盛な購買実績を考えるとその重みを実感できます。しかもこの市
場はこれからも拡張を続けることが予想されています。新しい日
中の経済連携の時代が到来しているのです。

西南学院大学の教授が日々研究している専門分野を私たちの「暮らし」に触れて紹介。教授の研究内容をより身近なものにしてみよう。

1

豊かさを求めて故郷の土地を離れる人々
（農民）はどこへ向かうのか。彼らの行き着
く先には何が待っているのだろうか。彼らがい
なくなった村には何が残るのか。はてしなき混
沌の中国の成長の陰の部分も読み切る。

介
と
い
う
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は

い
け
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
、私
が
注
力
し
て
い
る
の
は「
相

続
」
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
大
抵
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
相
続
で

悩
み
ま
す
。
そ
こ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

土
地
の
プ
ロ
と
し
て
金
融
の
知
識
も
深

め
つ
つ
、
お
客
様
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
れ
る
よ
う
挑
戦
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
組
織
改
革

を
進
め
ま
し
た
。
前
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
変
化
や
ア
イ
デ
ア
を
実
践
し
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
危
機
感

が
あ
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
私
が
常

務
に
就
任
し
た
直
後
に
バ
ブ
ル
が
崩

壊
し
、
弊
社
も
そ
の
余
波
を
全
く
受

け
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
頃
か
ら
私
は
賃
貸
・
売
買
の
仲

　

卒
業
後
は
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

に
入
社
し
、
3
年
間
、
下
関
で
飛
び

込
み
営
業
を
経
験
し
ま
し
た
。
当
時

の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は
、
あ
る

1
人
の
お
客
様
の
元
へ
毎
日
通
い
、

一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ

を
見
た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
を

　

私
の
大
学
時
代
は
パ
ソ
コ
ン
も
携

帯
電
話
も
な
く
、
明
治
通
り
に
は
ま

だ
市
営
電
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
中
尾
英

俊
先
生
の
ゼ
ミ
で
す
。
山
間
部
の
森

林
伐
採
に
関
し
て
入
会
権
の
調

手
伝
い
、
と
に
か
く
懐
に
飛
び
込
ん

だ
こ
と
で
す
。
昔
は
そ
ん
な
自
由
な

営
業
も
珍
し
く
は
な
く
、
結
果
も
つ

い
て
き
た
の
で
仕
事
が
楽
し
く
て
仕

方
が
な
か
っ
た
で
す
。
3
年
目
の
25

歳
の
頃
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、

父
親
か
ら
実
家
に
戻
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
再
び
福
岡
に
戻
り
ま
す
。

　

三
好
不
動
産
に
入
社
後
は
経
営
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
、
1
9
9
8
年
、

続
け
ま
す
。
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え

る
頃
、
私
は
95
歳
で
す
が
、
そ
こ
ま
で

は
現
役
で
や
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
前
例
や
先
入
観

に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
欲
を
抱
い
て
いい

の
で
す
。
欲
が
あ
れ
ば
人
は
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
努
力
を
重
ね
、
壁
を

越
え
、
達
成
し
た
か
ら
こ
そ
見
え
る
景

色
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が
成
長
す
れ
ば

組
織
も
成
長
し
、
業
界
が
活
発
に
な
り
、

お
客
様
も
喜
ぶ
、
いい
循
環
が
で
き
る
の

で
す
。
自
分
の
夢
が
叶
え
ば
今
度
は
誰

か
の
夢
を
叶
え
る
力
も
つ
き
ま
す
。
ど

う
か
大
き
な
夢
を
見
て
く
だ
さ
い
。

伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て

人
か
ら
の
学
び
を
得
た

4
年
間

査
で
現
地
ま
で
行
く
な
ど
、
座
学
だ

け
で
は
な
い
生
の
声
か
ら
の
学
び
が

あ
り
ま
し
た
。
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
鮮
明
に
記
憶
に
残
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
友
人
と
居
酒
屋
で
語
り
合
っ

た
り
、
他
愛
も
な
い
こ
と
で
笑
っ
て

過
ご
し
た
り
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
振
り
返
る
と
と
に
か

く
自
由
で
今
の
私
の
礎
と
い
え
る
4

年
間
で
し
た
。

株式会社三好不動産　代表取締役社長

「全力投球」
【座右の銘】

私は50歳の時に体調を崩し、以来毎朝5時に起きて大濠公園で
ウォーキングをしています。最初は短い距離でしたが、そのうち距離
が延び、走れるようにもなり、1年後にはフルマラソンで5時間を切りま
した。いくつになっても人は伸びるのです。「できない」と決めつけず、
自分を信じて全力投球すれば必ず道は開けます。

三
み

好
よ し

 修
お さ む

さん

1977年法学部法律学科卒業
西南学院高等学校出身。大学卒業後、積水ハウス株式会社に入社
し、下関の営業所に配属さ
れる。1980年、結婚を機に
株式会社三好不動産に入
社し、先代の下で不動産経
営についての学びを深める。
1998年、同代表取締役社長
に就任し、以降、公益社団法
人 全国賃貸住宅経営者協
会連合会会長等を務める。

株式会社三好不動産の代表取締役社長を務める三好
修さん。大学時代に過ごした西新に程近い唐人町を拠
点に全国を飛び回り、不動産業界に新風を吹き込むべ
く、日々チャレンジしているそうです。学生時代の思い出や
企業のトップとして歩んできたこれまで、そしてこれからの
展望についても語っていただきました。

こんにちは先輩
第166回

人が歩いていない
方へ行けば

それは新しい歴史になる。
自分の夢を叶えれば、

人の夢を叶える力にもなる。

 増補版
『敗北を抱きしめて　上・下』

　生粋の日本研究者であるジョン・ダワー氏の戦後日本論です。戦後の日本の歩みの中
に混在した対立をはらむ進歩や保守の諸要素の根源が、非軍事化と民主主義化を実現
した新憲法の形成過程にあったことを説明しています。それはおよそアメリカ的なものと
日本の民衆意識を内に秘めた米日混交のプロセスであったとされています。日本のその
後の社会・政治の複雑性の起源を見事に説明した名著です。

今後の不動産ビジネス
のあり方を提唱した三
好氏の著作が好評。

ジョン・ダワー 著　上巻 三浦 陽一、高杉 忠明 訳
下巻 三浦 陽一、高杉 忠明、田代 泰子 訳（岩波書店 2004年）

過
去
の
実
績
に
と
ら
わ
れ
ず

新
し
い
挑
戦
を
す
る
勇
気

　
弊
社
は
元
々
祖
父
が
開
業
し
た
質
店

を
母
体
と
し
、
父
の
代
か
ら
不
動
産
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
ま

た
現
代
に
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
独
自
の
形
を
貫
く
こ
と
は
わ
が
家

の
得
意
分
野
で
す
。
今
後
も
不
動
産
業

界
の
底
上
げ
の
た
め
に
ま
だ
ま
だ
走
り

欲
を
原
動
力
に
し
て

壁
を
越
え
て
い
け
ば
い
い
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　2018年度西南学院大学入学式が4月2日に体育館で行われ、学部生、大学
院生、法科大学院生合わせて、約2,150人が入学しました。
　式ではK.J.シャフナー学長が、聖書の言葉である「求めなさい。そうすれ
ば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうす
れば、開かれる。だれでも、求める者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者に
は開かれる」に触れ、「本学での学びを終える時に、皆さんがもっと輝かしい光
を放つ者となるように、また、一人ひとりが持つ原石の中に隠れた宝石が見え
てくるように祈っています」と告辞を述べました。
　続いて、新入生代表の言葉として、商学部経営学科の廣瀬悠二さんが「将
来、社会の先頭に立ち、福岡から全国へ、世界へと羽ばたいていくことができ
るように、日々を充実さ
せ、仲間同士で切磋琢磨
していくことをここに固
く誓います」と挨拶しまし
た。
　入学式終了後、新入生
たちは在学生の歓迎を受
けながら、キャンパスを通
り抜け、新たな学生生活
をスタートさせました。

　5月19日、ラグビー部が創部90周年記念式典を行い、OB・OG、現役部員な
ど約170人が参加しました。1928年創部のラグビー部は、全国地区対抗大学
大会で3連覇を含む6度の優勝を誇り、また、94年には九州学生1部リーグを
全勝で制し、全国大学ラグビー選手権に出場しています。
　当日は、田尻グリーンフィールドにて福岡大学とのOB戦を開催した後、18
歳以下の日本代表コーチなどを歴任し、現在国内12チームでコーチングディ
レクターを務める二ノ丸友幸氏が「強い組織になるために不可欠なものとは」
と題した講演会を西南コミュニティセンターで行いました。その後、西南クロ
スプラザで行われた式典では、K.J.シャフナー学長がラグビー部創部80周年
記念誌から故河野監督の「ラグビーは勝利の前に人づくり」という言葉に触
れ、「部員たちの目の輝きは、今も昔も変わらない。西南のスピリットが今の時
代、そして未来にも伝わっていくことを願っている」と祝辞を述べました。続く
祝賀会では、名誉教授で前ラグビー部長の岩間徹氏ほか、ラグビー部の発展
に尽力し晩年は学徒出陣による戦没者を偲ぶ活動を続けた故・坂本譲氏らに
功労賞が与えられました。
　最後に前田茂春OB会長
が、「次の100周年に向け
て、今まで以上に現役部員
をサポ―トしていきたい」と
述べ、田上裕介ラグビー部
主将（神学部4年）リードのも
と全員で部歌を歌い、西南
学院大学ラグビー部の将来
にわたる発展を誓いました。

2018年度入学式を挙行しました

ラグビー部が創部90周年記念式典を開催

西南学院どんたく隊が
パレードに参加しました

留学生別科終了式を行いました

「情報の洪水の中」
　

今
、
私
達
が
激
変
す
る
社
会
に
住
ん
で
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
新

聞
を
一
週
間
読
ん
だ
だ
け
で
も
、
現
代
の
課

題
や
社
会
問
題
が
次
々
と
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
は
情
報
が
溢

れ
て
お
り
、
ど
れ
が
正
確
な
情
報
な
の
か
判

断
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
家
庭
で
、
職
場

で
、
ま
た
学
生
生
活
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
読
み
と
る
「
力
」
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
大
学
生
協
連
合
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
１
日
の
読
書
時
間
が
「
０
」
の
大
学
生

が
2
0
1
7
年
に
初
め
て
5
割
を
超
え
た
そ

う
で
す
。
１
日
の
読
書
時
間
が
「
０
」
と
答

え
た
学
生
は
5
3
・
1
％
で
前
年
よ
り
4
・

0
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
こ
の
5
年
間
で
比
較

す
る
と
、
1
8
・
6
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
原
因
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
や

授
業
、
課
外
活
動
等
で
忙
し
く
、
さ
ら
に
、

１
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
時
間
は
平
均

1
7
7
・
3
分
で
す
の
で
、
本
を
読
む
暇
が

な
い
と
も
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
の
意
志
で
判
断
し
て
生
き
て

い
く
「
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
新

聞
・
雑
誌
を
含
め
読
書
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
昨
年
、
本
学
に
は
素
晴
ら
し
い
図
書
館

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か

ら
毎
日
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

教 授 の 目 線

社会で起こっているさまざまな事象を、
先生方が独自の視点で語ります

　5月4日、ゴールデンウィーク期間中の全国随一のイベント「博多
どんたく港まつり」のパレードに 「西南学院どんたく隊」が参加しま
した。
　パレードには、G.W.バークレー院長、大学からは、K.J.シャフナー
学長、伊藤龍峰学生部長をはじめ、応援指導部吹奏楽団、チアリー
ダー、アメリカンフットボール部が参加しました。西南学院小学校か
らも、宮崎隆一校長、児童らが参加。その他にも関係者が多数参加
し、西南学院のフラッグを振って行進しました。
　パレード当日は天気にも恵まれ、沿道からたくさんの声援をいた
だきました。西南学院は、これからも地域社会の一員として、地域を
盛り上げるべく、このような行事に積極的に参加していきます。

　5月23日、西南コミュニティーセンターで2017-2018年度留学
生別科終了式が行われ、17カ国77人の留学生が本学での1年間
または半年間の留学生活に別れを告げました。会場には、友人や
ホストファミリー、来賓、教職員など約100人が集い、共に終了を祝
しました。
　K.J.シャフナー学長が留学生に終了証書を手渡し、「この留学
生活でさまざまな困難や今まで経験したことのないことに直面し、
自分の弱さや強さを認識したことでしょう。この経験を通して、今
後皆さんが平和をつくり出す人になってくださることを願っていま
す」と式辞を述べました。
　その後、D．L．オルソン国際センター所長の祝辞に続き、初級、初
中級、中級、上級の日本語クラスを代表して7人の留学生が答辞を
読み上げました。初中級日本語クラスのシャオ・カシンさん（台湾・
東海大学）は「ここにいる皆さんがいてくれたから夢のような留学
生活を送ることができました。一つ一つの思い出が輝いています。
みんな違う国から来
たけれど、心の中に
持っているものは同じ
です。これから新しい
ステージに進みます
が、これまでがんばっ
てきた自分を信じて、
恐れず前に進みましょ
う」と熱く語ると会場
は大きな拍手と歓声
に包まれました。
　終了式後には、西
南クロスプラザで歓
送レセプションが行わ
れ、留学生は教員や友
人らとの別れを惜し
んでいました。

神学部神学科

Ｇ.Ｗ.バークレー 教授

米 国サザン・バプテスト神 学
校 大 学 院 博 士 課 程 修 了（Ｐ
ｈ.Ｄ.）。研究テーマは、2～3世
紀エジプトのアレクサンドリア地
方のキリスト教史（クレメンツとオ
リゲネス）。

OB・OGの新著紹介 本学教授の新著紹介

『キリスト教教育と私　後篇』

『ハリウッド映画と聖書』

『透かし窓』

栗
くりはら

原 詩
う た こ

子（国際文化学部国際文化学科教授）／訳
アデル・ラインハルツ／著　2018年　みすず書房　4,800円＋税　480頁

鈴
す ず き

木 比
ひ さ こ

嵯子
（1961年・文学部英文学科卒業）／著

2018年　梓書院　1,700円+税　278頁 　本書の主要なテーマは挫折とそこからの克服である。
　貧困と差別に痛む地域社会の希望を求めて始めた礼拝はつぶされ、
「絶対安静！」を指示され病床に伏す。その時に「生きて下さいね」と慰め
られ、祈りを込めた歌「我が友に」を贈られ、湧き上がる感動に出合って、
挫折を克服した。　
　大津教会、宇和島信愛教会・伊予吉田教会で働いた10年間は充実した日々だった。ところが、
「塩野牧師を辞めさせるために選ばれた」と迫る役員に実りの多くが壊されていく。そんな中で
適切なアドバイスを受け、純真な心を持つ猫と出合い、野村学園の子どもたちの版画詩に感動し
た。さらに、「学生と共に成長し、問題を越えていく」経験を通して、恩師の志が蘇ってくる。こうし
て「つぶされた」挫折を克服し、キリスト教教育の道へと導かれた。

　大衆的なエンターテインメントである「映画」の中に、ユダヤ-キリスト教
の「聖書」がどのように根をはっているかが考察されている。西南学院にお
ける映画学研究のトピックとして、「聖書と映画」をめぐる英米圏の書籍は
大学図書館に270冊ほど収集されているが、ケーススタディ集・説教題材
集の枠をこえる体系的考察は珍しい。モーセやイエスといった聖書系の映
画だけでなく、アクション・SF・ラブコメなど幅広いジャンルの映画においても、聖書物語のモチー
フや教父アウグスティヌスの「創世記」解釈が脈々と受け継がれてきた伝統が語られている。表紙
はデミル監督『十戒』の一場面。「出エジプト記」14章16節の記述と比べながら鑑賞したい。 

　昨今の小説は難解なものが多くて読む
のに苦労するという。小説はこれまでにもう
テーマもスタイルも書き尽くされてしまって
おり、新手の書き方をしないと相手にされな
いからだという。一面、真実かもしれない。
　四つの短編小説からなる本書はといえ
ば、どの作品も実に分かりやすく読みやす
い。小説は結局のところ男と女の話につきる
というのが著者の持論らしいが、その通り性
愛がテーマとなっており、四つの異なる愛の
形が提示されていて、内容的にはどれも結
構深刻なのだが、話の運びが面白く展開し
ていくので、一気に読んでしまう。
　同人誌に掲載した十数年前の作品群だと
聞けば、だから読み
やすいのかと納得し
たくもなるが、なら
ば著者の直近の作
品はどんなものか知
りたい気もする。

塩
し お の

野 和
か ず お

夫（国際文化学部国際文化学科教授）／著
2018年　教文館　2,000円＋税　330頁

西南学院大学に関するさまざまな情報をお届けします。

S E N A N  N e w s  &  T o p i c s



2019年度 一般入学試験要項 試験日程、学部、学科・専攻、試験地、出願期間、合格者発表、入学手続

本　学

広　島

山　口

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

東　京

沖　縄

西南学院大学西新校舎

RCC文化センター

●山口グランドホテル
　（2/5（火）～2/8（金））
●北九州予備校 山口校
　（2/9（土）のみ）

長崎新聞文化ホールアストピア

●ホテル メルパルク熊本
　（2/5（火）～2/8（金））
●壺溪塾 坪井本校
　（2/9（土）のみ）

大分県労働福祉会館ソレイユ

KITENビル
コンベンションホール

ホテルマイステイズ
鹿児島天文館

サピアタワー（2/9（土）のみ）

沖縄県市町村自治会館
（2/9（土）のみ）

試験日程

A
日
程

F
日
程

学　部 学科・専攻 試験地 出願期間 入学手続合格者発表

※「体育関係、学術文化関係において本学が定める選考基準に該当する者で、高校のクラブ部長（教員）、校長の推薦する者」に対して特別選考を行います。
　（詳細は9月よりホームページ掲載の一般選抜（一般・4技能・センター・併用型）共通入試要項を参照のこと）。

2月9日（土）全 学 部

2
月
21
日（
木
） 

10
時
本
学
構
内
に
掲
示

3月1日（金）
15時まで

一括納入

第1次納入金

3月1日（金）
15時まで

分割納入

第2次納入金

3月22日（金）
15時まで

消印有効
※大学入試センター
試験利用入試
（前期／後期）お
よび一般・センター
併用型入試の出
願期間等につい
てはホームページ
でご確認ください。

1月7日（月）

1月22日（火）
〜

2月8日
（金）

児 童 教 育 学 科

社 会 福 祉 学 科

心 理 学 科

神 学 科

経 済 学 科

国 際 経 済 学 科

商 学 科

経 営 学 科

国 際 文 化 学 科

英 文 学 科

外国語学科英語専攻
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大学入試センター試験
利用入試（前期）

大学入試センター試験
利用入試（後期）一般・センター併用型入試

神 学 科

英 文 学 科

　 小 計 　

商 学 科

経 営 学 科

　 小 計 　

経 済 学 科

国際経済学科

　 小 計 　

法 律 学 科

国際関係法学科

　 小 計 　

児童教育学科

社会福祉学科

心 理 学 科

　 小 計 　

国際文化学科

神 学 部
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経 済
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フランス語専攻
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［2018年度入試結果の概要］［2019年度 入試制度の概要］
ここ数年の受験生の地元志向、安全志向（合格が確実な大学を受験）に大きな変化はありませんが、経済状況や人手不足により

好調な就職状況が続いていることから、文系学部人気が継続し、全国的に「文高理低」の傾向が鮮明になっています。
そのような中にあって、本学の2018年度入試における志願者総数（一般選抜入試全体）は、

前年度に比べてやや減少する（0.5％減）という結果になりました。
これを一般入試と大学入試センター試験利用入試に分けて、それぞれの志願状況や実質競争率についてまとめました。

※１．下段は、前年度を示す。　※２．競争率は、受験者数÷合格者数。

センター利用入試
（前期）、（後期）、
一般・センター併用型

　センター利用入試（前期）の志願者総数は2,566
人（11.1％増）、センター利用入試（後期）の志願
者総数は592人（3.9％減）という結果でした。合
格者は、前期で前年度より多く、後期では少なく
発表したところ、実質競争率は上昇し、センター
利用入試（前期）が2.0倍、センター利用入試（後
期）が2.7倍となりました。
　一般・センター併用型入試では、志願者は
前年度より116人増加して5,110人となりました
（2.3％増）。合格者を前年度より59人（4.9％）少
なく発表しましたので、全体の実質競争率は4.3
倍と前年度（4.0倍）を上回りました。センター利用
入試（前期）やセンター利用入試（後期）と比べ
ると高い倍率を保っています。

各種推薦入試

　指定校推薦や公募制推薦などの各種推
薦入試については、募集人員83名の増加に
より、全体の志願者総数は前年度より増加し
て765人でした（15.9％増）。合格者は前年度
より57人増加して693人となりました。公募制
推薦、英語専攻指定校選抜、AO選抜入試
については、入学許可枠を超える志願者が
集まり、今年度も多くの不合格者が出る結果
となりました。
　近年、推薦入試による入学者が増加する
傾向にありますが、推薦入学者は早期に合
格が決定するため、一般選抜による入学者
に比べて基礎学力の不足が懸念されてい
ます。本学では、さまざまな事前課題を工夫
し、入学までの学力維持・向上を図ることによ
り、入学後の成績は良好な状況にあります。

一般入試

　志願者総数は13,205人で前年比446人（3.3％）の
減少となりました。これは、今年度の入試において、
募集人員の一部を各種推薦入試に移したことが影
響していると思われます。全国的に「文高理低」の
傾向が鮮明になっており、主要私立大学の多くの文
系学部で志願者が増加している中、本学において
は志願者数が減少しておりますが、募集人員に対す
る志願者数の割合では5.2％増加しています。
　学科・専攻別の志願状況をみると、フランス語
専攻（20.0％増）、商学科（16.3％増）、児童教育学
科（1.3％増）、社会福祉学科（3.3％増）、心理学科
（0.5％増）が増加しており、前年度競争率が下がっ
た学科に志願者が集まるという隔年現象も見られま
した。合格者は3,312人で前年比281人（7.8％）の減
少となり、全体の実質競争率は前年度より高い3.9倍
でした。

2019年度の一般入試は、2019年2月5日（火）から2月9日（土）の5日間で実施いたします。また、英語4技能試験を利用した入試
（英語4技能利用型一般入試）、大学入試センター試験を利用した入試（前期、後期、一般・センター併用型）や各種推薦入試も実施いたします。

〈オープンキャンパス日程〉
●8月4日（土） 10：00～16：00　●8月5日（日） 12：00～16：00
大学中央キャンパス（受付）、西キャンパス、東キャンパス

日時：
場所：

　本学のオープンキャンパスは、西南学院大学の雰囲気を身近に感じていただくとともに、個別進学相談や模
擬講義などのさまざまな催しを通じて、本学への理解を深めていただくことを目的としています。受験を予定
されている方のみならず、高校1、2年生や保護者の皆さま、高校・予備校の先生方のご参加も歓迎いたします。

オープンキャンパスで西南SPIRITを体験しよう！

西南学院大学に関するさまざまな情報をお届けします。
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[Facebook] 
https://www.facebook.com/seinan.gu
[ Tw i t t e r ]  
https://twitter.com/seinan_gu
[YouTube]
https://www.youtube.com/channel/UCo0MQ5bOFNXql6cDJop6NfA

　修学懇談会は、在学生の父母・保証人と大学とのコミュニケーションを深め、大学と家庭と
が協力し、より充実した学生生活を支援するための一助となることを目的として、本学と地方
6地区（広島、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島）とを隔年で開催しています。
　本年度は本学を会場に下記のとおり開催します。なお、今回対象となる父母・保証人の
方々には個別にご案内をいたします。

　4月14日、福岡ヤフオク！ドームで行われた九州六大学野球リーグの伝統の一戦、西福戦は、本学が4対2で見事勝利を
収めました。硬式野球部は今年のスローガンを『捲土重来～日本一の覚悟～』と掲げ、3年ぶりの全日本大学野球選手権
大会出場を目標にリーグ戦に臨みました。西福戦には、応援指導部チアリーダー、吹奏楽団をはじめ学生・教職員・OB・保護
者など約1,000人が応援に駆け付け、スタンドは大いに盛り上がりました。また、始球式では、シャフナー学長がバッターを
務めました。
　試合は2回に杉拓馬（法・法4年、自由ケ丘高）のタイムリースリーベースで先制しました。4回には、同点ホームランを浴
びますが、6回に杉拓馬・山下雄大（経・国経4年、筑前高）の連打で2点を勝ち越します。更に8回、主将の田中嘉人（経・経
4年、小倉高）がダメ押しのタイムリーヒットを放
ち、3点差と試合を優位に進めました。投げては、
先発の廣澤俊貴（経・経3年、八幡南高）が、2失点
完投の好投を見せ、勝利しました。
　最終戦を終え、本学は7勝3敗の3位となり、3
年ぶりの全日本大学野球選手権出場とはなりま
せんでした。この悔しさをバネに、秋季リーグ戦で
の活躍を期待したいと思います。

2018年度修学懇談会の開催について

九州六大学野球リーグ開幕戦の西福戦（応援合戦）で見事勝利！

EINAN OLUMN

　本学は、今から47年前、米国ベイラー大学と姉妹校宣言文の交換を
行い、本格的な国際交流のプログラムを開始しました。
　1971年7月に船越栄一学長が渡米し、同じ時期に米国に出張中の大内
和臣教授が同行して、ベイラー大学を訪問しました。同じキリスト教南部
バプテスト派の大学という関係もあって、同大学のあるテキサス州ウェイ
コの町では、船越学長らを市長や町の要人たちが多数で出迎えるなど、
心温まる歓迎を受けました。
　学長が渡米して交わした姉妹校宣言文の調印式には、ベイラー大学か
ら、A.V.マコール総長、H.H.レイノルズ副総長、J.E.ウッド教授（国際交流
委員長）が出席して、7月12日に同大学の総長室で行われました。船越学
長は、その日の記念としてマコール総長とお互いの万年筆を交換した思
い出を当時の大学広報紙に執筆しています。
　2016年に資料センターが百年館に開設する際、未整理の段ボールから
「姉妹校ベイラー大学調印式（於ベイラー大）」と書かれた16ミリフィル
ムが発見されました。このフィルムは、収録時間は1分53秒の短いフィルム
ですが、現地のマスコミがマコール総長にインタビューを行っている様子
が撮影されており、貴重な資料であることが分かりました。
　そのインタビューでマコール総長は、「両大学間で、学生の交換と、
教員の交換をすることを主たる目的としています。西南学院大学から来
る学生は、最初は英語やアメリカ文化を学ぶことになるでしょうが、ベイ
ラー大学が提供しているさまざまな分野の学問を学ぶことができます。
この交換は、西洋と東洋が出会う機会を生み出すことになり、とても意
義深い関係性を築くことができるでしょう」と語っています。
　これまでのベイラー大学との交換は、本学から派遣した学生137人、
教員16人、同大から受入れた学生137人、教員14人となり、300人を超
える学生・教員が互いの文化を越えて学び、授業を担当し、交流しまし
た（2018年5月現在）。この姉妹校宣言をスタートとして、今では、国際
交流協定校も欧米やアジア地域を含め、27か国92大学と交流の輪が広
がっています。

姉妹校宣言の16ミリフィルム

西南メモリアルコラム No.50

　本年3月31日付けで本学を定年退職した教授に対
し、4月1日付けで本学名誉教授の称号が授与されま
した。名誉教授は、本学専任教授として20年以上在籍
し、教育・研究面で多大な功績をあげた教員に授与さ
れるものです。これまでに名誉教授の称号を授与され
た教員は、下記の2人を含めて109人になりました。

名誉教授の称号を授与

〈2018年4月1日付　名誉教授称号付与者〉

E.B.コヴリーギン

磯
いそ

望
のぞみ

法学部国際関係法学科

人間科学部心理学科

西南学院大学に関するさまざまな情報をお届けします。

Facebookの
QRコードはこちら

みなさまからの「いいね！」を
お待ちしています！

西南学院大学公式Facebook、
Twitter、YouTubeを
はじめました！

姉妹校宣言でインタビューを
受けるマコール総長（前列左
から船越学長、マコール総長、
後列左からウッド教授、大内教
授、レイノルズ副総長）

開催時期

商学部、法学部

文学部

（土）

（土）

9月15日

9月22日

学 部 開催時期

神学部、人間科学部

経済学部、国際文化学部

（土）

（土）

10月 6日

10月13日

学 部

■開催日程

新規交流協定校（ロシア、ルーマニア、フィリピン）のご案内

　本学では海外の大学と国際交流協定を締結し、半年間または1年間の学生交換や短期語学研修を実施していますが、新たに以下の３大学が協定校にな
りましたのでお知らせします。これにより、本学の国際交流協定校は、27カ国92大学（学生交換協定のある大学は24カ国80大学）となりました。

■サンクトペテルブルク工科大学（Peter the Great St. Petersburg Polytechnic University）
　（ロシア） http://english.spbstu.ru/
　1902年に創立されたサンクトペテルブルク工科大学は、ロシア北西部のサンクトペテルブルク市に位置する国立
大学で、学生数は約34,000人。ロシア屈指の工学系研究大学と認定されており、ノーベル賞受賞者を複数人輩出す
るなど世界的に評価の高い大学である。近年は、理系のみでなく、経済・ビジネスの分野においても評価を高めてい
る。本学は、産業経営・経済・貿易学部（Institute of Industrial Management, Economics and Trade）と協定を
締結し学生交換を実施する。同大学が位置しているサンクトペテルブルク市は、レーニングラード州の州都で、モスク
ワに次ぐ工業・学術・文化の中心地であり、人口は約500万人。バレエや文学が盛んな芸術都市として知られ、歴史を刻んだ多くの建築物が、周辺の歴史
地区と共に世界遺産に登録されている。
●派遣言語：英語　※語学力等の募集情報は７月の派遣留学生募集説明会でお知らせします。　●派遣開始時期：2019-2020年度（2019年9月出発）

■ルーマニア・アメリカ大学（Romanian-American University）（ルーマニア）
　http://www.ro-am.ro
　1991年に創立されたルーマニア・アメリカ大学は、ブカレスト市に位置する私立大学で、学生数は約3,000人。ルー
マニア教育の豊かな伝統と、アメリカの学術教育の教育的価値の促進を目的として設立された大学である。世界各国
の約100大学と協定を結んでおり、毎年80カ国程度の国から留学生を受け入れている国際色豊かな大学である。本
学の学生は主にInternational Business及びComputer Science for Economicsの学士課程プログラムで開講
されている英語による科目を学ぶ。同大学が位置しているブカレスト市は、ルーマニアの首都であり、政治・経済・文化
の中心地。人口は約230万人。第二次世界大戦前までは「東欧の小パリ」とも呼ばれたブカレストには、伝統的で美しい建築物が数多く残っている。
●派遣言語：英語　※語学力等の募集情報は7月の派遣留学生募集説明会でお知らせします。　●派遣開始時期：2019-2020年度（2019年10月出発）

■エンデラン大学（Enderun Colleges）（フィリピン） https://www.enderuncolleges.com/
　エンデラン大学はフィリピンのビジネスの中心地である首都マニラに位置し、「ホスピタリティマネジメント学部」
「経営学部」「アントレプレナーシップ学部」「経済学部」の4つの学士課程を設置している大学で、世界や外資系企業
で活躍できるグローバルリーダーの育成を目的にして設立された学校である。ランゲージセンターにおいて実施され
ている外国人向けの英語教育は、質の高い集中的なプログラムとして高い評価を得ており、マンツーマンスタイルを
特長とした密度の濃いプログラムによって、短期間でも大きな成果を上げることができる。本学は同大学と語学研修プ
ログラムについての協定を締結する。（派遣留学は対象外）本学では、1日7時間（マンツーマン授業3時間）の集中研修
として、TOEFL、IELTS、TOEIC等のスコアを短期間で上げたい学生を対象に2018年度夏期から語学研修プログラ
ムを提供する。同大学があるフォートボニシオは、さまざまな一流企業のオフィスや富裕層のクラスコンドミニアムなどが立ち並ぶ地区で、24時間警備
員が配置されている安全な地域である。ショッピングモール、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、総合病院も周辺にあり、利便性が高く、安全面、
衛生面ともに信頼性の高い研修先となっている。
●研修言語：英語　※研修の募集情報はポータルサイトの国際センターのページを確認すること　●実施時期：2018年8月下旬～9月初旬（2週間）
●研修費用：193,000円

詳細は各大学のホームページおよび国際センター事務室の資料をご参照ください。なお、海外派遣留学生制度については国際交流のホームページを
参照してください。 http : //www.seinan-gu.ac.jp /international /　【お問い合わせ】 国際センター事務室　TEL：092-823-3346

本学名誉教授の古澤嘉生
氏が2018年5月17日、逝
去されました。88歳。専門
は教会音楽。神の平安を
お祈りいたします。

古
ふるさわ

澤 嘉
か せ い

生 氏
名誉教授

訃 報
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Calendar 2018 Summer

July

August

September

前期卒業及び修了論文提出締切

（学部／午後4時）

前期授業終了（法科大学院）

前期試験
（法科大学院／～8月7日（火））

前期授業終了（学部）

前期授業終了（大学院）

前期試験（学部／～8月7日（火）

予備日2日を含む）

大学院補講期間（～8月7日（火））

2019（平成31）年度大学院入学試験

（秋期・博士前期課程、修士課程）

2019（平成31）年度法科大学院

入学選抜試験（～9日（日））

夏季休暇終了

（学部・大学院・法科大学院）

後期授業開始

（学部・大学院・法科大学院）

前期卒業式・学位記授与式

10日（火）

23日（月）
24日（火）

27日（金）
28日（土）
30日（月）

4日（土）
8日（水）

1日（土）

8日（土）

13日（木）

14日（金）

26日（水）

オープンキャンパス（～5日（日））

夏季休暇開始

（学部・大学院・法科大学院）
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